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こちらから
動画が視聴できます

綿
わ た

引
ひ き

　静
し ず

男
お

　議員

城里町の将来について

《町長》	不安なく公共サービスを受けら
れる町にしたい

綿
引　

町
の
人
口
が

減
少
す
る
こ
と
に
よ
り

税
収
が
減
少
す
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
現
状
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
今
後
の

町
の
人
口
や
経
済
の
見

通
し
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

保
育
料
の
無
料
化
や
給

食
費
の
無
償
化
な
ど
の

子
育
て
支
援
対
策
を
講

じ
て
き
た
が
、
そ
の
効

果
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

人
口
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
経
済
活

動
の
規
模
は
減
少
し
て

お
ら
ず
、
税
収
も
維
持

で
き
て
い
る
。
山
桜
の

売
上
は
２
倍
近
く
に
伸

び
て
い
る
た
め
、
努
力

次
第
で
売
上
を
伸
ば
す

こ
と
は
で
き
る
。

　

出
生
数
は
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
小
学
校
の

入
学
者
数
は
近
年
増
加

傾
向
で
あ
る
。
小
学
校

の
入
学
ま
で
に
転
入
し

て
く
る
人
数
の
増
加
が

出
生
数
の
減
少
を
補
っ

て
い
る
。
転
入
の
増
加

は
子
育
て
支
援
政
策
の

成
果
だ
と
推
察
さ
れ

る
。

綿
引　

今
後
も
総
合

的
な
対
策
を
施
し
、
将

来
が
明
る
く
な
る
た
め

の
町
政
運
営
に
あ
た
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

綿
引　

町
で
は
、
原

子
力
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
、
町
民
が
身
を

守
る
た
め
に
と
る
べ
き

行
動
や
避
難
先
と
な
る

栃
木
県
内
５
町
の
避
難

所
マ
ッ
プ
を
令
和
２
年

に
公
表
し
た
。
今
後
は

町
と
し
て
実
効
性
あ
る

避
難
計
画
の
策
定
が
必

要
と
な
る
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

町
長　

現
時
点
で
は

避
難
計
画
の
確
定
に
至

っ
て
い
な
い
。
で
き
る

だ
け
早
い
段
階
で
実
効

性
の
あ
る
避
難
計
画
策

定
を
進
め
て
い
き
た

い
。

綿
引　

部
活
動
の
地

域
移
行
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

教
育
長　

部
活
動
を
学

校
教
育
か
ら
切
り
離

し
、
社
会
教
育
の
一
環

と
し
て
地
域
の
団
体
や

人
材
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
指
導
が
行
わ
れ
地

域
ク
ラ
ブ
へ
と
移
行
す

る
。

綿
引　

部
活
動
地
域

移
行
が
必
要
な
理
由

は
。

教
育
長　

少
子
化
に
よ

る
児
童
・
生
徒
数
の
減

少
に
伴
う
部
員
数
の
減

少
と
、
教
職
員
の
働
き

方
改
革
の
推
進
が
大
き

な
要
因
。

綿
引　

現
在
の
部
活

動
地
域
移
行
の
取
組
状

況
と
今
後
の
課
題
は
。

教
育
長　

令
和
４
年
に

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進

協
議
会
を
設
置
し
て
地

域
移
行
の
た
め
の
全
体

的
な
方
向
性
や
プ
ロ
セ

ス
等
を
検
討
し
、
段
階

的
に
作
業
を
進
め
て
い

る
。

　

課
題
と
し
て
、
受
け

皿
と
な
る
地
域
の
団
体

や
指
導
者
の
選
任
、
お

よ
び
受
益
者
負
担
に
よ

る
運
営
資
金
の
徴
収
が

あ
り
、
十
分
に
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。

綿
引　

子
供
た
ち
の

貴
重
な
中
学
３
年
間
が

有
意
義
に
な
る
よ
う
な

部
活
動
の
あ
り
方
を
皆

で
真
剣
に
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

《
教
育
長
》
学
校
と
地
域
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
り
持
続
可
能
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移

行
を
進
め
る

原
子
力
災
害
広
域
避

難
計
画
に
つ
い
て

《
町
長
》
で
き
る
だ

け
早
い
段
階
で
実
効

性
の
あ
る
計
画
策
定

を
進
め
た
い



しろさと議会だより　№78 18
2024年５月

高
た か

橋
は し

　裕
ゆ う

子
こ

　議員

《町長》	安心して出産できる環境を整備
していきたい

子育て支援として

こちらから
動画が視聴できます

⑴
保
育
料
無
償
化
に
つ

い
て

高
橋　

予
算
に
取
り

込
ま
れ
た
が
説
明
を
求

め
る
。

町
長　

元
々
、
公
約

に
し
て
き
た
。
０
歳
か

ら
所
得
制
限
、
人
数
制

限
な
ど
関
係
な
く
無
償

化
を
き
っ
か
け
と
し
て

城
里
町
で
子
育
て
し
た

い
方
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

高
橋　

個
人
事
業
主

の
方
は
、
育
休
中
に
収

入
が
な
く
な
る
為
、
産

む
事
さ
え
躊
躇
す
る
話

が
あ
る
。
予
算
が
通
る

事
を
期
待
し
て
い
る
。

⑵
在
宅
育
児
支
援
に
つ

い
て

高
橋　

在
宅
育
児
す

る
方
へ
の
支
援
を
伺

う
。

町
長　

保
育
所
に
預

け
ず
自
宅
で
保
育
す
る

方
へ
も
手
厚
く
支
援
す

る
姿
勢
を
示
し
、
子
育

て
世
代
が
流
入
し
、
安

心
し
て
出
産
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
い
き
た

い
。

高
橋　

子
育
て
支
援

の
充
実
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
盛
り
上
げ
て
頂
き
た

い
。

⑴
ひ
と
り
親
家
庭
の
学

童
料
金
無
償
化
に
つ
い

て高
橋　

経
済
的
に
ぎ

り
ぎ
り
だ
と
相
談
が
あ

っ
た
が
、
町
長
の
意
見

を
伺
う
。

町
長　

二
人
目
以
降

の
減
免
を
提
案
し
て
い

る
。
ひ
と
り
親
家
庭
の

苦
労
に
鑑
み
て
検
討
し

て
い
く
。

⑵
３
６
５
日
運
営
に
つ

い
て

高
橋　

サ
ー
ビ
ス
業

を
始
め
と
し
土
日
祝
働

く
家
庭
へ
の
預
け
る
場

所
の
提
供
は
出
来
な
い

か
。

町
長　

指
導
員
の
確

保
が
課
題
で
あ
る
。
各

学
童
ク
ラ
ブ
と
調
整
、

話
し
合
い
を
持
つ
。

⑶
桂
小
学
童
ク
ラ
ブ
建

設
に
つ
い
て

高
橋　

少
子
化
と
は

い
え
、
働
く
家
庭
は
増

え
て
い
る
。
来
年
度

は
、
10
人
増
え
る
が
町

長
の
意
見
を
求
め
る
。

町
長　

設
計
費
を
予

算
に
計
上
し
た
。
速
や

か
に
設
計
、
建
設
を
進

め
て
参
り
た
い
。

⑴
入
湯
税
に
つ
い
て

高
橋　

千
円
以
下
の

料
金
で
入
湯
税
を
取
ら

な
い
市
町
村
が
あ
る
。

取
ら
な
け
れ
ば
、
補
填

す
る
金
額
も
少
な
く
な

り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ

ー
も
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。

町
長　

条
例
が
変
わ

れ
ば
、
計
算
事
務
、
確

認
事
務
が
な
く
な
り
、

効
率
化
の
観
点
か
ら
も

大
変
助
か
る
。

⑵
今
後
の
展
開
に
つ
い

て高
橋　

清
潔
に
は
保

た
れ
て
い
る
が
、
外

装
、
屋
根
な
ど
疲
れ
が

見
え
る
。
今
後
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
伺
う
。

町
長　

長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
く
大
規
模
修

繕
は
必
須
と
考
え
て
い

る
。
繁
盛
し
て
い
る
温

浴
施
設
な
ど
確
認
し

て
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

す
る
様
な
改
修
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ホ
ロ
ル
の
湯
入
湯
税
に
つ
い
て

《
町
長
》
条
例
が
変
わ
れ
ば
、
計
算
事
務
、
確
認
事
務
が
な
く
な
る

学
童
支
援
と
し
て

《
町
長
》
速
や
か
に
設
計
、
建
設
を
進
め
て
参
り
た
い
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こちらから
動画が視聴できます

藤
ふ じ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員

国民健康保険税の子育て
支援について

《町長》	前向きに考えていきたい

藤
咲　

国
保
税
の
均

等
割
は
、
生
ま
れ
て
す

ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
同

じ
金
額
が
か
か
り
、
子

ど
も
が
多
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
負
担
が
重
く
な

る
。
県
内
44
市
町
村
の

う
ち
、
減
免
を
行
っ
て

い
な
い
５
つ
の
自
治
体

に
、
城
里
町
が
入
っ
て

い
る
。
子
育
て
支
援
を

標
榜
す
る
町
と
し
て
は

矛
盾
だ
。
18
歳
ま
で
の

均
等
割
の
減
免
を
求
め

る
。

健
康
保
険
課
長
　

政
策

的
な
事
業
で
あ
り
検
討

す
る
。

藤
咲　

18
歳
以
下
、

町
が
全
額
負
担
し
て
も

４
２
０
万
円
。
町
の
国

保
基
金
は
９
億
３
千
万

円
で
あ
る
か
ら
十
分
に

基
金
で
賄
え
る
は
ず

だ
。

町
長　

前
向
き
に
考

え
て
い
き
た
い
。

藤
咲　

会
計
年
度
任

用
職
員
数
は
、
全
体
の

職
員
の
約
半
数
だ
。
町

民
の
方
が
心
通
う
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
心

豊
か
に
生
活
で
き
る
環

境
の
た
め
に
も
会
計
年

度
任
用
職
員
の
待
遇
改

善
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

　

令
和
５
年
３
月
、
５

月
、
６
月
の
総
務
省
の

通
知
で
は
、
新
た
に
勤

勉
手
当
を
支
給
す
る
た

め
、
給
料
、
報
酬
、
期

末
手
当
を
抑
制
し
て
は

な
ら
な
い
と
記
さ
れ
て

い
る
。
令
和
５
年
の
４

月
か
ら
の
遡
及
と
、
通

知
の
通
り
実
行
を
求
め

る
。

総
務
課
長　

勤
勉
手
当

は
令
和
６
年
４
月
か
ら

支
給
さ
れ
る
。
令
和
５

年
度
４
月
か
ら
の
遡
及

は
難
し
い
。

藤
咲　

保
健
師
や
看

護
師
な
ど
の
専
門
職
に

は
安
定
し
た
雇
用
が
求

め
ら
れ
る
。
現
状
に
あ

っ
た
対
応
を
求
め
る
。

総
務
課
長　

有
資
格
者

に
つ
い
て
は
単
価
を
高

め
に
設
定
し
て
い
る
。

上
限
２
回
で
最
大
３
年

間
の
勤
務
が
可
能
。

藤
咲　

正
職
員
と
会

計
年
度
の
比
較
を
問

う
。

総
務
課
長　

会
計
年
度

任
用
職
員
は
、
雇
用
期

間
が
あ
り
、
給
与
、
待

遇
等
条
例
で
定
め
差
は

あ
る
。
男
女
差
や
健
康

保
険
、
健
康
診
断
の
項

目
に
つ
い
て
の
差
は
な

い
。

藤
咲　

年
度
ご
と
の

更
新
で
は
雇
用
が
不
安

定
だ
。

藤
咲　

避
難
計
画
に

つ
い
て
障
害
者
、
高
齢

者
、
妊
婦
さ
ん
な
ど
特

に
配
慮
が
必
要
だ
。
ど

の
よ
う
に
周
知
を
考
え

て
い
る
か
。

総
務
課
長　

福
祉
避
難

所
な
ど
指
定
の
協
力
を

得
て
い
る
施
設
が
あ

る
。

藤
咲　

原
発
事
故
が

起
き
た
場
合
、
避
難
場

所
の
周
知
は
。

総
務
課
長　

計
画
は
策

定
段
階
で
あ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

《
総
務
課
長
》
有
資
格
者
に
つ
い
て
は
単
価
を

高
め
に
設
定
し
て
い
る

災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て

《
総
務
課
長
》
計
画
は
策
定
段
階
で
あ
る
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桜
さくら

井
い

　和
か ず

子
こ

　議員

《健康保険課長》 勧奨通知を送付予定である

子宮頸がんワクチンキャッチ
アップ接種について

こちらから
動画が視聴できます

桜
井　

定
期
接
種
が

中
断
さ
れ
、
接
種
の
機

会
を
逃
し
た
子
宮
頸
が

ん
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
の
対
象
者
は
何
人
い

る
の
か
。

健
康
保
険
課
長
　

本
年

１
月
現
在
４
６
１
名
と

な
っ
て
い
る
。

桜
井　

接
種
を
開
始

し
た
人
は
何
名
か
。

健
康
保
険
課
長
　

61
名

接
種
し
て
い
る
。
接
種

率
は
１
３
．
４
％
と
低

い
状
況
に
あ
る
。

桜
井　

低
い
理
由
と

し
て
ど
の
様
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か
。

健
康
保
険
課
長
　

健
康

被
害
の
影
響
や
難
し
い

年
代
で
の
接
種
と
な
る

た
め
、
親
子
間
で
の
共

通
理
解
が
難
し
い
と
考

え
ら
れ
る
。

桜
井　

国
は
安
全
性

を
検
証
し
、
万
が
一
に

備
え
、
相
談
体
制
も
整

え
て
い
る
。
命
を
守
る

た
め
接
種
し
て
も
ら
い

た
い
。
公
費
接
種
は
、

来
年
３
月
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
対
象
者
に
個

別
通
知
は
い
つ
送
付
す

る
の
か
。

健
康
保
険
課
長
　

６
年

度
初
め
に
は
勧
奨
通
知

を
送
付
予
定
で
あ
る
。

健
康
保
険
課
長
　

環
境

整
備
と
児
童
の
発
達
に

精
通
し
た
人
材
確
保
が

難
し
い
た
め
実
施
は
考

え
て
い
な
い
。

桜
井　

５
歳
児
健
診

に
代
わ
る
事
業
は
実
施

し
て
い
る
の
か
。

健
康
保
険
課
長
　

年
２

回
、
教
育
委
員
会
・
臨

床
発
達
心
理
士
や
保
健

師
で
町
内
の
こ
ど
も
園

に
出
向
き
、
気
に
な
る

子
の
対
応
や
発
達
相
談

を
行
っ
て
い
る
。

桜
井　

中
学
生
の
英

語
検
定
試
験
の
受
験
者

は
何
名
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

43
名
が
、
５
級
か
ら
準

２
級
の
受
験
を
し
た
。

桜
井　

取
得
率
は
ど

の
く
ら
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

１
７
．
１
％
と
な
っ
て

い
る
。

桜
井　

検
定
試
験
に

補
助
は
あ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

年
度
内
１
，
０
０
０
円

の
補
助
を
行
っ
て
い

る
。

桜
井　

受
験
料
は
い

く
ら
か
。

教
育
長
　

５
級
２
，
５
０
０ 

円
、４
級
２
，９
０
０
円
、

３
級
５
，
０
０
０
円
、
準

２
級
が
、
６
，
１
０
０ 

円
と
な
っ
て
い
る
。

桜
井　

受
験
料
が
高

く
受
験
す
る
の
も
容
易

で
は
な
い
。
補
助
制
度

を
見
直
す
考
え
は
あ
る

か
。

教
育
長　

補
助
金
を
増

や
す
こ
と
を
検
討
し
て

い
く
。

桜
井　

乳
幼
児
に
対

し
て
ど
の
様
な
健
診
を

実
施
し
て
い
る
の
か
。

健
康
保
険
課
長
　

ゼ
ロ

歳
児
は
個
別
健
診
２

回
、
３
ヶ
月
か
ら
６
ヶ

月
健
診
、
９
ヶ
月
か
ら

11
ヶ
月
健
診
、
１
歳

半
、
３
歳
児
健
診
を
実

施
し
て
い
る
。

桜
井　

今
後
１
ヶ
月

健
診
を
行
う
予
定
は
あ

る
か
。

健
康
保
険
課
長
　

令
和

６
年
度
か
ら
実
施
す
る

方
向
で
調
整
し
て
い
く
。

桜
井　

５
歳
児
健
診

の
実
施
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

英
語
検
定
試
験
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

《
教
育
長
》

補
助
金
を
増
や
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
く

１
ヶ
月
健
診
と
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て

《
健
康
保
険
課
長
》
一
ヶ
月
健
診
は
実
施
す
る

方
向
。
５
歳
児
健
診
は
人
材
確
保
が
難
し
く

実
施
は
考
え
て
い
な
い



しろさと議会だより　№7821
2024年５月

こちらから
動画が視聴できます

加
か

藤
と う

木
ぎ

　　直
ただし

　議員

災害時の対応について

《町長》	自助、共助、公助の順番で対応を

加
藤
木　

い
ざ
災
害
の

時
、
町
民
は
何
を
頼
り

に
す
れ
ば
い
い
の
か
。

町
長　

自
助
、
共
助
、

公
助
の
順
番
で
対
応

を
。
そ
れ
で
も
難
し
け

れ
ば
自
衛
隊
な
ど
外
部

機
関
に
頼
る
こ
と
に
な

る
。

加
藤
木　

自
助
、
共
助
、

公
助
は
わ
か
る
が
地
域

の
様
々
な
実
態
を
知
っ

て
い
る
の
は
消
防
団
で

は
な
い
か
。

　

今
定
例
会
に
消
防
団

員
の
定
数
１
５
０
名
削

減
の
条
例
改
正
が
提
案

さ
れ
て
い
る
が
、
災
害

時
、
町
民
の
安
全
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。

町
長　

現
在
の
団
員

数
を
減
ら
す
わ
け
で
は

な
い
。
団
長
、
幹
部
の

方
々
と
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
て
理
解
を
得
た
。

条
例
改
正
を
す
れ
ば

３
５
０
万
円
く
ら
い
の

負
担
軽
減
に
な
る
。

　

消
防
団
員
に
は
何
の

不
利
益
も
起
こ
ら
な
い
。

加
藤
木　

某
組
織
に
対

し
「
兼
業
兼
職
の
禁
止

に
当
た
る
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
、
メ
ー
ル
等

で
の
個
人
名
で
中
傷
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
こ
れ
が
団
員
減
少

の
原
因
で
は
な
い
の

か
。

　

定
数
改
正
は
再
検
討

す
べ
き
だ
。

町
長　

定
数
削
減

は
、
消
防
団
幹
部
の
方

に
も
同
意
を
い
た
だ
き

提
案
し
て
い
る
。

加
藤
木　

東
日
本
大
震

災
時
は
下
水
管
路
の
低

い
場
所
で
、
汚
水
が
溢

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

石
塚
地
区
な
ど
住
宅
密

集
地
は
深
刻
だ
。
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
の

準
備
状
況
を
伺
う
。

下
水
道
課
長　

本
庁
舎

に
５
基
設
置
さ
れ
て
い

る
。

加
藤
木　

各
地
区
災
害

時
で
も
気
持
ち
よ
く
出

来
る
よ
う
ト
イ
レ
環
境

の
整
備
を
願
う
。

加
藤
木　

大
感
謝
祭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
は

な
に
か
。

町
長　

さ
ら
な
る
利

用
促
進
と
新
会
員
の
獲

得
が
目
的
だ
。

加
藤
木　

大
感
謝
祭
と

は
利
益
の
還
元
だ
。
一

時
的
に
お
金
を
集
め
て

い
る
と
し
か
思
え
な

い
。

　

入
湯
税
５
年
間
遅
延

問
題
は
、
職
員
に
対
し

指
導
・
処
分
は
し
た
の

か
。

町
長　

正
規
の
職
員

に
対
し
賞
与
の
カ
ッ
ト

を
し
た
。

加
藤
木　

過
去
５
年
、

毎
月
の
入
湯
税
の
期
限

内
納
入
は
わ
ず
か
数
回

だ
。
行
政
が
１
０
０
％

出
資
し
て
い
る
機
関
な

の
で
納
期
を
厳
守
す
べ

き
だ
。

加
藤
木　

町
内
よ
り
町

外
の
会
員
が
数
倍
多

い
。
町
外
の
方
に
優
遇

還
元
し
、
経
営
が
厳
し

い
か
ら
と
町
が
補
填
す

る
の
は
お
か
し
い
の
で

は
な
い
か
。

町
長　

町
外
の
方
に

優
遇
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
お
か
し
く
は

な
い
。

加
藤
木　

開
発
公
社
は

大
勢
の
方
が
働
い
て
い

る
。
職
員
の
精
神
的
身

体
的
健
康
、
職
場
環
境

に
留
意
さ
れ
健
全
経
営

を
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

し
っ
か
り
経

営
し
て
ま
い
り
た
い
。

開
発
公
社
全
般
に
つ
い
て

《
町
長
》

ホ
ロ
ル
の
湯
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
と
新
会

員
の
獲
得
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
だ
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議会の動き・研修報告

茨城県町村議会議長会より自治功労者表彰を受賞茨城県町村議会議長会より自治功労者表彰を受賞

　

２
月
20
日
（
火
）
に
茨
城
県
市
町
村

会
館
で
開
催
さ
れ
た
町
村
自
治
功
労
者

表
彰
式
に
お
い
て
、
永
き
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

議
員
在
職
20
年
以
上

　
　
　

阿
久
津　

則
男　

議
員

　
　
　

関　
　

誠
一
郎　

議
員

議 の き動会

阿久津議員

町村議会議員自治研究会

　２月９日（木）、水戸プラザホテルにて、
町村議会議員自治研究会が開催されまし
た。
　県内10町村の議会議員及び事務局職
員が参加し、「今後の政局・政治展望」と
題してジャーナリスト・ニュースキャス
ターの星浩氏による講演が行なわれまし
た。

関議員



しろさと議会だより　№7823
2024年５月

議会の動き・研修報告

町執行部へ要望しました
　令和６年３月15日、三村議長、加藤木副議長、片岡議会運営委員長は町執行部へ
要望書を提出しました。

　町執行部と議会は、独立・対等の立場で町政を担う「車の両輪」のような関係性で
あり、お互いにけん制しあいながらも均衡を図り、公正な行政の実現を目指していく
ものです。
　定例会や臨時議会、各委員会を行う際に、執行部において改善すべき事項を要望し
ました。

１．議案書や会議資料について、
訂正や差し替えが多く見受
けられます。
各課局長及び担当者におい
ては、資料の精査・確認を
充分にしたうえで提出し、
差し替え等がないようにす
ること。

２．議案書の提出期日について
は、議会運営委員会開催日
の３日前までに必ず議員あ
てに届くようにすること。

令和６年能登半島地震義援金を寄託しました
　令和６年能登半島地震により
お亡くなりになられた方々に謹
んで哀悼の意を表するととも
に、被災された皆様に心よりお
見舞い申し上げます。
　城里町議会では、一日も早い
被災地の復興・復旧を支援する
ため、義援金14万円を茨城新
聞文化福祉事業団に寄託しまし
た。
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追跡調査・編集後記

　

す
が
す
が
し
い
若
葉
の
季
節
と
な

り
夏
の
気
配
を
感
じ
る
頃
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
、
お
障
り

な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

３
月
の
議
会
人
事
に
お
い
て
、
新

た
な
議
会
広
報
委
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
が
町
民
か
ら
身
近
な
も

の
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議

会
活
動
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
て
ま
い
り
ま
す
。
読
み
や
す
く
、

若
い
世
代
に
も
興
味
や
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
広
報
活
動

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
は
議
会
定
例
会
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
、
議
会
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

加
藤
木　
　
　

直　

記

議
会
広
報
委
員
会

委　
員　
長　

加
藤
木　
　
　

直

副
委
員
長　

藤　

咲　

芙
美
子

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

栄

綿　

引　

静　

男

金　

長　

秀　

範

高　

橋　

裕　

子

令
和
６
年
５
月
発
行
　
城
里
町
議
会
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をしました。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

返還の期間延長は厳しい

奨学金の利用拡大について
（令和５年９月）

令和６年度からは、新たに２名が奨
学生と認定された

奨学金制度について、広報誌や町ホーム
ページで周知を行っている。

制度の周知徹底をし、返済困難者の援助
のため返還期間の延長、さらに半額を給
付型にできないか。

奨学生募集のパンフレットを新たに作成
し、卒業を控えた中学３年生の保護者へ
配布を行っている。
奨学生が設定する返済計画について、最
長10年の期間を設定できることから、無
理のない範囲での返済が可能と考えてい
る。

デマンドタクシーを増車し、町外
まで行くことを検討している

デマンドタクシーについて
（令和４年10月）

交通空白地有償運送制度の導入を決定

様々な公共交通を組み合わせ、安く便利
で安心な体系を作り上げていく。

町長の選挙チラシに「格安タクシー導入・
デマンド交通の使いやすさ」が記されてい
たが、利用は県内どこでも対象なのか。

今秋より、75歳以上の自家用車を運転で
きない高齢者（運転免許非保有者）が、格
安な料金で自宅から町外の総合病院まで
利用できるようにしていく。
ただし、すでにバス路線がある水戸済生
会総合病院と水戸協同病院は除外される。


